
は
じ
め
に 阿

波
国
出
土
瓦
経
片
の
積
緊

ー
散
在
す
る
資
料
の
集
録
と
復
原
|
|
_

阿
波
国
吉
野
川
の
左
岸
、
徳
島
県
板
野
郡
板
野
町
犬
伏
字
蔵
佐
谷
（
旧
釈
迦
堂
）

に
は
「
天
仁
二
年
七
月
十
五
日
書
」
の
紀
年
銘
の
あ
る
瓦
経
片
が
出
土
し
た
有
名
な

①
 

経
塚
が
あ
る
。
こ
の
経
塚
か
ら
出
土
し
た
瓦
経
は
各
所
に
散
逸
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
資
料
を
積
衆
し
、
可
能
な
限
り
全
体
像
を
復
原
し
よ
う
と
試
み
、
そ
の
一
部
に

つ
い
て
は
発
表
し
て
き
た
が
、
今
回
の
資
料
も
そ
の
復
原
研
究
の
一
環
で
あ
る
。

さ
て
、
最
初
に
こ
れ
ら
の
資
料
入
手
の
経
緯
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
す
で

に
鬼
籍
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
徳
島
市
中
前
川
町
五
丁
目
に
在
住
さ
れ
て
い
た
浪

花
勇
次
郎
氏
か
ら
、
筆
者
が
瓦
経
の
復
原
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
か
れ
、

『
阿
波
犬
伏
旧
釈
迦
堂
跡
出
土
瓦
経
拓
』
と
題
す
る
拓
本
衆
成
が
届
け
ら
れ
た
。
奥

付
に
よ
れ
ば
「
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日
発
行
」
と
な
っ
て
い
る
。
石
田
茂
作
先
生
、

高
田
豊
正
氏
の
序
文
に
よ
る
と
「
天
仁
二
年
七
月
五
日
書
」
在
銘
の
瓦
経
は
浪
花
氏

に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
拓
本
集
は
拓
本
の

み
を
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、
表
裏
や
経
典
の
同
定
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
数
点
を
復
原
し
て
御
礼
の
意
を
表
わ
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
頃
か
ら

各
地
で
所
有
さ
れ
る
瓦
経
片
の
拓
本
を
見
付
け
次
第
送
付
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の

資
料
は
そ
の
都
度
、
経
典
の
同
定
を
行
い
返
事
を
送
付
、
ま
た
筆
者
も
徳
島
に
赴
い

て
資
料
の
実
見
、
採
拓
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
個
人
的
な
こ
と
で
あ
っ
て
公
に
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
因
み
に
拓
本
衆
成
の
う
ち
法
華
三
経
の
開
経
で
あ
る
『
無
量
義

②

③

 

経
』
と
結
経
の
『
佛
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
つ
い
て
は
す
で
に
公
表
し
て
あ
る
。

御
生
前
、
他
の
資
料
に
つ
い
て
も
復
原
公
表
を
行
う
約
束
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ

の
間
浪
花
氏
が
御
逝
去
に
な
り
、
遂
に
約
束
を
果
せ
ず
に
今
日
に
至
っ
た
。
そ
こ
で

と
り
あ
え
ず
、
散
在
す
る
瓦
経
片
の
う
ち
の
一
部
を
積
緊
し
、
犬
伏
瓦
経
の
実
態
を

明
確
に
す
る
礎
と
し
た
い
。

な
お
、
復
原
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
『
妙
法
蓮
華
経
』
（
後
秦
亀
荘
國

三
蔵
法
師
鳩
摩
羅
什
奉
詔
謁
）
に
よ
っ
た
。

凋

干

脊

善

教
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こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
二
「
信
解
品
」
第
四
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

こ
で
こ
の
部
分
に
つ
い
て
經
典
で
改
行
の
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
一
行
十
七
字
の
原

則
に
よ
っ
て
復
原
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

世
尊
我
等
今
者
楽
説
譽
職
以
明
斯
義
壁
若
有

人
年
既
幼
稚
捨
父
逃
逝
久
住
他
國
或
十
二
十

至
五
十
歳
年
既
長
大
加
復
窮
困
馳
鰐
四
方
以

来
衣
食
漸
漸
遊
行
遇
向
本
國
其
父
先
来
求
子

不
得
中
止
一
城
其
家
大
富
財
寳
無
量
金
銀
琉

璃
珊
瑚
虎
珀
頗
梨
珠
等
其
諸
倉
庫
悉
皆
盈
溢

多
有
憧
僕
臣
佐
吏
民
象
馬
車
乘
牛
羊
無
数
出

浪
花
氏
の
註
記
に
よ
る
と
「
徳
島
県
三
好
郡
加
茂
町
加
茂
中
村
加
茂
二
八
六
三

番
ノ
ー
同
町
中
内
重
利
氏
昭
和
五
十
三
年
二
月
五
日
発
見
」
と
あ
る
。
拓
本
は

極
め
て
小
き
な
破
片
で
あ
る
が
、
辛
う
じ
て
表
裏
共
に
数
文
字
が
読
め
る
。

一
三
好
郡
三
加
茂
町
加
茂
中
村
出
土
の
瓦
經
片

戸 戸

裏 表
、 ノ L 〃

● ● ● ● ● 1 ●

● ● ● ● ● ●
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● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● の

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

見我者付是溢
之財 § ； 以無
而 § § § § 有

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ◆

● ● ● ● ● ●

● ● ■ ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●
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０
０
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Ｉ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
０
０
Ｉ
０
０
０
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
０
Ｉ
Ｏ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｏ
１
０
０
１
６
０
６
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０
０
０
６
１
１
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
９
１
０
９
１
０
８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０

〔
裏
〕
散
衆
名
華
羅
列
寳
物
出
内
取
與
有
如
是
等
種

種
嚴
飾
威
徳
特
尊
窮
子
見
父
有
大
力
勢
即
懐

恐
怖
悔
來
至
此
窺
作
是
念
此
或
是
王
或
是
王

等
非
我
傭
力
得
物
之
虚
不
如
往
至
貧
里
騨
力

有
地
衣
食
易
得
若
久
住
此
或
見
逼
迫
強
使
我

作
作
是
念
巳
疾
走
而
去
時
富
長
者
於
師
子
座

見
子
便
識
心
大
歓
喜
即
作
是
念
我
財
物
庫
蔵

今
有
所
付
我
常
思
念
此
子
無
由
見
之
而
忽
自

〔
表
〕
多
有
財
物
金
銀
珍
寳
有
庫
盈
溢
無
有
子
息
一

旦
終
没
財
物
散
失
無
所
委
付
是
以
感
勲
毎
億

其
子
復
作
是
念
我
若
得
子
委
付
財
物
但
然
快

落
無
復
憂
慮
世
尊
爾
時
窮
子
傭
賃
展
韓
遇
到

父
舎
住
立
門
側
遥
見
其
父
踞
師
子
床
寳
机
承

足
諸
婆
羅
門
刹
利
居
士
皆
恭
敬
園
饒
以
眞
珠

瑛
略
債
直
千
萬
莊
嚴
其
身
吏
民
憧
僕
手
執
白

沸
侍
立
左
右
覆
以
寳
帳
垂
諸
華
幡
香
水
濃
地

入
息
利
乃
遍
他
國
商
佑
買
客
亦
甚
衆
多
時
貧

窮
子
遊
諸
聚
落
經
歴
國
邑
遂
到
其
父
所
止
之

城
父
母
念
子
與
子
離
別
五
十
餘
年
而
未
曽
向

人
説
如
此
事
但
自
思
惟
心
懐
悔
恨
自
念
老
朽

1 1

１１Ａ△

一
一
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と
あ
り
、

〔
裏
〕
…
…
…
得
醒
悟
莫
復
與
語
所
以
」

…
…
…
下
劣
自
知
豪
貴
為
子
所
」

…
…
…
便
不
語
他
人
云
是
我
子
」

：
…
…
・
…
意
所
趣
窮
子
歓
喜
得
」

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
判
明
す
る
こ
と
は
瓦
經
は
一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
各
八
行

に
よ
っ
て
書
写
き
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
破
片
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
犬
伏
旧
釈
迦
堂
跡
か
ら
の
出

土
品
と
は
書
体
や
罫
線
の
幅
が
一
・
五
糎
で
狭
く
、
浪
花
氏
が
註
記
き
れ
る
如
く
出

土
地
点
が
異
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
、
破
片
が
あ
ま
り
小
さ
い
た
め
全

体
を
復
原
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

浪
花
氏
の
註
記
に
「
鳴
門
市
大
麻
町
板
東
永
井
氏
蔵
」
と
あ
り
、
「
古
瓦
堂
拓
」

の
朱
印
落
款
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
二
「
信
解
品
」
第
四
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
瓦
經
片
を
見
る
と

〔
表
〕
…
…
…
…
來
甚
適
我
願
我
雛
年
」

…
…
…
人
急
追
將
還
爾
時
使
者
」

…
…
…
穂
怨
大
喚
我
不
相
犯
何
」

．
…
．
．
…
急
強
牽
將
還
子
時
窮
子
」

…
…
…
此
必
定
死
韓
更
煙
怖
□
」

．
…
…
・
・
語
使
言
不
須
此
人
勿
強
」

二
鳴
門
市
大
麻
町
板
東
永
井
氏
蔵
の
瓦
經
片

〔表〕〔裏〕
名心
宇･』⑥

職『
鄙

一
、
８

鍵

霧
悪 稲
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こ
れ
を
見
る
と
瓦
經
自
体
に
は
何
の
問
題
も
な
い
が
、
前
出
の
加
茂
町
加
茂
か
ら

出
土
し
中
内
重
利
氏
が
所
蔵
き
れ
て
い
る
と
い
う
瓦
經
片
と
經
文
が
重
な
る
こ
と
が

０
０
０
０
１
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｌ
０
０
０
０
０
１
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｏ
０
ｌ
９
９
１
０
０
０
０
８
０
ｉ
Ｉ

…
・
…
…
・
・
貧
里
以
求
衣
食
爾
時
」

…
…
…
…
設
方
便
密
□
□
□
□
」

と
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
も
と
に
經
文
を
一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
各
八

行
の
犬
伏
瓦
經
の
原
則
に
よ
っ
て
復
原
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

〔
表
〕
去
時
富
長
者
於
師
子
座
見
子
便
識
心
大
歓
喜

去
時
富
長
者
於
師
子
座
見
子
便
識
心
大
歓
喜

〔
裏
〕
將
來
以
冷
水
濯
而
令
得
醒
悟
莫
復
與
語
所
以

者
何
父
知
其
子
志
意
下
劣
自
知
豪
貴
為
子
所

難
審
知
是
子
而
以
方
便
不
語
他
人
云
是
我
子

使
者
語
之
我
今
放
汝
随
意
所
趣
窮
子
歓
喜
得

未
曽
有
從
地
而
起
往
至
貧
里
以
求
衣
食
爾
時

長
者
將
欲
誘
引
其
子
而
設
方
便
密
遣
二
人
形

色
樵
悴
無
威
徳
者
汝
可
詣
彼
徐
語
窮
子
此
有

作
虚
倍
與
汝
直
窮
子
若
許
將
來
使
作
若
言
欲

こ
れ
を
見
る
と
瓦
經
自
体
に
は
何
の
問
題
も
な
い
が
、

即
作
是
年
我
財
物
庫
蔵
今
有
所
付
我
常
思
念

此
子
無
由
見
之
而
忽
自
來
甚
適
我
願
我
錐
年

朽
猶
故
貧
惜
即
遣
傍
人
急
追
將
還
爾
時
使
者

疾
走
往
捉
窮
子
驚
樗
禰
怨
大
喚
我
不
相
犯
何

為
見
捉
使
者
執
之
愈
急
強
牽
將
還
干
時
窮
子

自
念
無
罪
而
被
囚
執
此
必
定
死
轄
更
慢
怖
悶

絶
壁
地
父
遥
見
之
而
語
使
言
不
須
此
人
勿
強

'

1

1

1

l

l
I

l
|

犬
伏
旧
釈
迦
堂
近
く
の
地
蔵
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
一
点
の
瓦
經
片
が
あ
る
。
經
文
は

次
の
如
く
読
み
と
れ
る
。

〔
表
〕
…
…
…
．
．
…
…
・
推
尋
是
相
見
大
」

：
…
…
…
…
・
提
樹
下
座
師
子
座
」

…
…
．
：
那
羅
摩
喉
羅
伽
人
非
人
」

：
…
…
・
六
王
子
請
佛
韓
法
輪
即
」

．
…
…
…
：
続
百
千
匝
即
以
天
華
」

〔
裏
〕
：
…
…
…
・
須
彌
山
井
以
供
養
佛
」

：
．
：
…
・
…
由
旬
華
供
養
巳
各
以
」

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
加
茂
出
土
の
瓦
經
は
小
破
片
で
あ
る
け
れ
ど
こ
れ
を
復
原
す

る
と
、
最
後
の
三
行
が
、
こ
の
破
片
の
最
初
の
三
行
に
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
書
写
さ
れ
た
文
字
も
全
く
違
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
前
述
の
瓦
經
片
は
注
記

の
通
り
出
土
地
点
が
異
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
限
っ
て
も

瓦
經
出
土
地
点
が
二
箇
所
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
浪
花
氏
よ
り
筆
者
に

宛
て
た
私
信
の
一
通
に
「
本
県
と
し
て
瓦
經
出
土
地
は
四
ヶ
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

と
記
さ
れ
た
書
翰
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
原
形
は
次
の
如
く
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罫
線
の
幅
は
表
裏
面
共
に
六

行
で
十
二
・
五
糎
、
両
端
縁
計
一
・
五
糎
を
加
え
て
幅
一
八
・
二
糎
、
縦
は
平
均
九

字
で
十
一
糎
で
あ
る
か
ら
十
七
字
で
二
○
・
七
糎
、
こ
れ
に
上
下
縁
二
・
四
糎
を
加

え
て
約
二
三
・
二
糎
と
な
る
。
厚
さ
二
・
一
糎
で
あ
る
。

三
板
野
郡
板
野
町
羅
漢
地
蔵
寺
蔵
の
瓦
經

'

'

1

1

'’
1

1 ’

ｌ

１

四



８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
１
０
Ｉ
１
０
０
０
０
０
０
９
８
０
０
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
０
１
１
１
１

．
．
…
…
…
…
・
唯
見
哀
慰
饒
益
我
」

…
…
…
…
…
諸
梵
天
王
即
於
佛
」

（
空
白
）

こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
三
「
化
城
聡
品
」
第
七
で
あ
っ
て
一
行
十
七
字
詰
、

表
裏
各
々
八
行
で
復
原
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

〔
表
〕
我
等
諸
宮
殿
光
明
昔
未
有
此
是
何
因
縁
宜
各
共
求
之

為
大
徳
天
生
為
佛
出
世
間
而
此
大
光
明
遍
照
於
十
方

爾
時
五
百
萬
億
國
土
諸
梵
天
王
與
宮
殿
倶
各

以
衣
械
盛
諸
天
華
共
詣
西
方
推
尋
是
相
見
大

通
智
勝
如
來
虚
干
道
場
菩
堤
樹
下
座
師
子
座

諸
天
龍
王
乾
閾
婆
緊
那
羅
摩
喉
羅
伽
人
非
人

等
恭
敬
園
僥
及
見
十
六
王
子
請
佛
輔
法
輪
即

時
諸
梵
天
王
頭
面
禮
佛
饒
百
千
匝
即
以
天
華

〔
裏
〕
而
散
佛
上
其
所
散
華
如
須
彌
山
井
以
供
養
佛

菩
堤
樹
其
菩
堤
樹
高
十
由
旬
華
供
養
巳
各
以

宮
殿
奉
上
彼
佛
而
作
是
言
唯
見
哀
慰
饒
益
我

等
所
献
宮
殿
願
垂
納
受
時
諸
梵
天
王
即
於
佛

前
一
心
同
聲
以
偶
頌
日

世
尊
甚
希
有
難
可
得
値
遇
具
無
量
功
徳
能
救
護
一
切

天
人
之
大
師
哀
慰
於
世
間
十
方
諸
衆
生
普
皆
蒙
饒
益

我
等
所
從
來
五
百
萬
億
國
捨
深
輝
定
楽
為
供
養
佛
故

こ
の
瓦
經
片
に
つ
い
て
は
復
原
上
特
に
問
題
は
な
い
。
瓦
經
片
は
文
字
や
規
格
な

〔裏〕

籍
撫
謝
燃
蕊
蝋

；Ｊ
令
〃

舩毒…
0 10cm
ー一二一

五
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’

こ
の
破
片
に
つ
い
て
浪
花
氏
は
拓
本
に
次
の
如
く
註
記
さ
れ
て
い
る
。

「
徳
島
市
國
府
町
矢
野
神
念
庵
出
土
」

「
名
西
郡
石
井
町
高
川
原
加
茂
野
石
川
重
平
氏
蔵
」

そ
し
て
筆
者
宛
に
昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
日
付
の
書
翰
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
文
面
に
は

「
徳
島
市
国
府
町
矢
野
神
念
庵
に
て
先
年
只
一
件
で
す
が
出
土
、
石
川
重
平
氏

の
兄
故
美
馬
弥
三
氏
が
採
取
、
現
重
平
氏
が
蔵
し
て
居
り
ま
す
。
場
所
は
美
馬
家
の

附
近
で
其
後
も
注
意
し
て
い
ま
す
が
発
見
出
来
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
瓦
經
片
を
み
る
と
僅
か
な
が
ら
次
の
文
字
が
み
ら
れ
る
。

〔
表
〕
「
作
是
供
：
…
・
…
…

「
佛
壽
六
：
…
・
…
…

「
其
五
百
…
…
…
…

ど
か
ら
み
て
近
在
の
犬
伏
經
塚
出
土
と
み
て
間
違
い
な
い
。

④

な
お
、
出
土
地
は
違
う
が
、
こ
の
經
文
の
前
の
書
写
の
破
片
は
奈
良
国
立
博
物
館

⑤

の
蔵
品
に
あ
り
、
後
の
部
分
は
京
都
市
今
熊
野
亀
塚
出
土
の
瓦
經
片
と
み
ら
れ
る
。

本
破
片
は
完
形
品
の
約
四
分
の
一
程
度
で
あ
る
か
ら
、
全
体
の
大
き
ざ
を
復
原
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
表
面
の
罫
線
五
行
が
一
○
・
五
糎
、
両
端
縁
の
二
・
二
糎
を
加
え
て
約
一

九
糎
、
縦
は
八
字
で
九
・
五
糎
、
上
下
縁
三
・
二
糎
を
加
え
て
約
一
二
・
三
糎
と
な

り
、
厚
さ
は
二
・
○
糎
を
計
測
す
る
。

四
徳
島
市
国
府
町
矢
野
神
念
庵
出
土
の
瓦
經
片

｜

|ll''1

1|

’
－
０
０
１
０
０
《
１
０
０
０
曇
り
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
今
０
１
１
・
’
１
１
１
１
１
０
Ⅱ
０
０
１
《
９
０
９
０
０
０
０
△
９
０
０
△
８
０
△
５
答
９
０
答
０
１
８
８
１
１
０
０
↑
１
０
《
８
０
０
０
０
０
０
０
０
．
’
’
二
－
０
．

面
の
最
後
の
行
か
ら
裏
面
の
最
初
の
行
に
続
く
。
そ
こ
で
こ
の
偶
文
の
部
分
の
み
を

復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
表
〕
僑
陳
如
比
丘
當
見
無
量
佛
過
阿
僧
祇
劫
乃
成
等
正
覚

常
放
大
光
明
具
足
諸
神
通
名
聞
遍
十
万
一
切
之
所
敬

常
説
無
上
道
故
號
為
普
明
其
國
土
清
浄
菩
薩
皆
勇
猛

威
昇
妙
模
閣
遊
諸
十
方
國
以
無
上
供
具
奉
献
於
諸
佛

作
是
供
養
巳
心
懐
大
歓
喜
須
爽
還
本
國
有
如
是
神
力

佛
壽
六
萬
劫
正
法
住
倍
壽
像
法
復
倍
是
法
滅
天
人
憂

其
五
百
比
丘
次
第
當
作
佛
同
號
日
普
明
韓
次
而
授
記

こ
の
經
文
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
四
「
五
百
弟
子
受
記
品
」
第
八
の
偶
文
で
表

〔
裏
〕
我
滅
度
之
後
某
甲
當
作
佛
其
所
化
世
間
亦
如
我
今
日

国
土
之
嚴
浄
及
諸
神
通
力
菩
薩
聲
聞
衆
正
法
及
像
法

〔
裏
〕
「
我
滅
…
…
…
…
…

「
國
土
…
…
…
…
…

‐
‐
‐
‐
●
１
１
１
１
‐
１
１
１
１
‐
’
１
‐
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｏ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
‐
’
’
４
‐
ｌ
‐
ｌ
‐
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
‐
Ｉ
‐
’
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
●
’
Ⅱ
州
叫

〕

〔裏〕

0 5cm
ゴ

一
ハ



壽
命
劫
多
少
皆
如
上
所
説
迦
葉
汝
巳
知
五
百
自
在
者

餘
諸
聲
聞
衆
亦
當
復
如
是
其
不
在
此
會
汝
當
為
宣
説

と
な
る
。
表
裏
共
に
八
行
と
す
る
と
經
文
は
前
に
一
行
、
後
に
四
行
が
書
写
き
れ
る
。

經
文
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
瓦
經
の
文
字

は
板
野
町
犬
伏
出
土
の
瓦
經
文
字
と
著
し
く
異
り
、
文
字
そ
の
も
の
も
小
き
く
厚
み

も
薄
手
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
出
土
地
が
違
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

小
破
片
で
あ
る
が
罫
線
一
行
の
幅
が
一
・
五
糎
で
八
行
、
そ
れ
に
両
端
縁
三
・
四

糎
を
加
え
て
一
枚
の
幅
は
約
一
五
・
四
糎
、
縦
は
三
字
で
約
二
・
八
糎
と
し
十
七
字

詰
に
上
下
縁
三
・
○
糎
を
加
え
て
約
一
八
・
九
糎
と
復
原
、
厚
さ
は
約
一
・
六
糎
で

あ
る
。

が
あ
る
。

五
、
瓦
經
調
査
の
た
め
阿
波
に
赴
い
た
際
、
犬
伏
經
塚
の
所
在
す
る
と
こ
ろ
の
犬
伏

天
理
教
（
安
芸
功
氏
）
に
四
点
の
瓦
經
片
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
一
点
の
表
裏
は
次
の
よ
う
に
読
む
こ
と
の
で
き
る
經
文

五
板
野
郡
板
野
町
犬
伏
天
理
教
蔵
①
と

六
板
野
町
羅
漢
筆
塚
の
瓦
經
片

〔
表
〕
…
…
：
．
難
□
□
口
佛
本
…
…
…

．
…
…
・
・
□
口
法
口
我
分
…
…
…

…
…
…
欲
聴
法
及
・
…
・
…
・
…
…

…
…
…
弟
子
衆
．
．
…
…
・
…
…
…

…
…
…
來
…
…
…
…
…
…
…
…

唖

戸

裏
L 〃

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

●． ● ●

● ● ●

DDD
此子 §
DD ;
● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

●よ ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

‘2踊鯨
〕

0 10cm
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I 1

l

０
０
０
０
０
１
１
０
０
１
０
０
Ⅱ
’
０
１
０
１
１
０
０
１
０
１
Ⅱ
０
０
１
９
０
１
０
１
０
０
０
０
０
８
１
０
８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
６
１
０
Ⅱ
０
１
０
０
０
０
０

：
…
…
・
口
久
□
□
・
…
…
…
・
…
．

…
…
…
□
□
□
□
□
…
…
…
…

こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
四
「
見
寳
塔
品
」
第
十
一
の
偶
文
に
該
当
す
る
。

以
下
表
裏
共
に
八
行
で
經
文
を
復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
表
〕
虚
虚
聴
法
以
難
遇
故
彼
佛
本
願
我
滅
度
後

在
在
所
往
常
為
聴
法
又
我
分
身
無
量
諸
佛

如
恒
沙
等
來
欲
聴
法
及
見
滅
度
多
寳
如
来
‐

各
捨
妙
士
及
弟
子
衆
天
人
龍
神
諸
供
養
事

令
法
久
住
故
來
至
此
為
坐
諸
神
以
神
通
力

移
無
量
衆
令
国
清
浄
諸
佛
各
各
詣
寳
樹
下

如
清
浄
池
蓮
華
荘
巌
其
寳
樹
下
諸
師
子
座

佛
坐
其
上
光
明
嚴
飾
如
夜
闇
中
燃
大
炬
火

破
片
は
裏
面
は
磨
滅
が
ひ
ど
く
、
僅
か
な
文
字
し
か
判
読
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら

〔
裏
〕
身
出
妙
香
遍
十
万
國
衆
生
蒙
薫
喜
不
自
勝

譽
如
大
風
吹
小
樹
枝
以
是
方
便
令
法
久
住

告
諸
大
衆
我
滅
度
後
誰
能
護
持
読
説
斯
經

今
於
佛
前
自
説
誓
言
其
多
寳
佛
錐
久
滅
度

以
大
誓
願
而
師
子
肌
多
寳
如
来
及
與
我
身

所
集
化
佛
當
知
此
意
諸
佛
子
等
誰
能
護
法

當
発
大
願
令
得
久
住
其
有
能
護
此
經
法
者

則
為
供
養
我
及
多
寳
此
多
寳
佛
虚
於
寳
塔

'’

'1

八

の
文
字
の
位
置
か
ら
以
上
の
よ
う
に
な
る
。

六
、
次
に
浪
花
氏
よ
り
送
付
き
れ
て
き
た
經
瓦
片
拓
本
の
添
書
に

「
徳
島
県
板
野
郡
板
野
町
羅
漢
筆
塚
」

只
一
片
の
み
発
見
、
本
人
の
死
去
（
筆
者
註
Ⅱ
名
西
郡
五
井
町
竜
学
寺
住

職
）
の
た
め
場
所
不
明
、
裏
面
に
文
字
な
し
片
面
の
み
。

現
品
老
生
よ
り
西
室
院
（
筆
者
註
Ⅱ
阿
南
市
長
生
町
西
室
苑
、
西
室
美
術

館
長
・
下
山
隆
明
氏
）

と
あ
る
。
瓦
經
に
は
次
の
よ
う
な
文
字
が
み
ら
れ
る
。

〔
表
〕
…
・
…
．
．
…
…
…
人
…
…
…

…
…
…
…
此
為
坐
・
…
…
．
．

…
…
…
清
浄
諸
佛
…
…
…

…
…
…
荘
嚴
其
…
．
．
…
・
…

…
・
…
・
・
嚴
師
如
…
…
…
…

こ
の
經
文
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
四
「
見
寳
塔
品
」
第
十
一
の
偶
文
の
一
部
で

あ
る
。
そ
こ
で
そ
の
瓦
經
の
經
文
を
五
の
犬
伏
天
理
教
蔵
の
①
の
破
片
に
合
せ
て
み

る
と
、
こ
れ
が
同
一
個
体
の
瓦
經
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

即
ち
、
一
枚
の
瓦
經
が
破
擢
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
合
体
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

し
か
も
別
々
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
そ
の
一
片
は
犬
伏
天

理
教
に
、
他
の
一
片
は
竜
学
寺
住
職
か
ら
浪
花
氏
を
経
て
、
西
室
苑
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る
。

加
え
て
、
浪
花
氏
の
添
書
に
「
発
見
者
本
人
死
去
の
た
め
場
所
不
明
」
と
あ
る
が
、

犬
伏
天
理
教
の
も
の
が
犬
伏
瓦
經
の
も
の
で
あ
る
か
ら
間
違
い
な
く
同
一
地
点
の
出

土
品
で
あ
り
、
し
か
も
「
裏
面
に
文
字
な
し
、
片
面
の
み
」
と
い
う
説
明
は
、
裏
面

1
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｜
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浪
花
氏
の
添
書
き
に
「
徳
島
市
↑

と

〔
表
〕
…
…
…
口
學
無
・
…
…
．
．

…
…
…
向
佛
作
…
…
…

…
…
…
…
此
…
・
…
…
．
．

〔
裏
〕
…
…
…
六
千
學
・
…
…
：

…
…
…
具
菩
薩
…
…
…

．
…
…
：
應
供
正
遍
…

と
な
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』

巻
第
四
「
勧
持
品
」
第
十
三
の
經
一

復
原
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

〔
表
〕
得
受
記
者
白
佛
言
世
尊
《

得
受
記
者
白
佛
言
世
尊
我

第
十
三
の
經
文

「
徳
島
市
名

の
磨
消
が
ひ
ど
く
文
字
の
判
読
で
き
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
同
一
個
体
が
破
片
と
な
っ
て
異
っ
た
と
こ
ろ
で
所
有
さ
れ
て
い
る
も

の
が
、
こ
う
し
た
復
原
作
業
に
よ
っ
て
接
合
さ
れ
る
こ
と
は
奇
し
き
佛
縁
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
・

な
お
、
一
枚
の
大
き
さ
は
幅
が
罫
線
四
行
で
八
・
二
糎
、
左
右
両
端
縁
二
・
○
糎

を
加
え
て
約
一
八
・
四
糎
、
縦
は
六
字
で
約
七
・
五
糎
、
上
下
縁
約
二
・
○
糎
を
加

え
る
と
約
二
三
↓
三
糎
と
な
る
。
厚
さ
約
一
・
七
糎
で
あ
る
。

⑥

な
お
、
出
土
地
は
異
る
が
こ
れ
に
続
く
瓦
經
が
奈
良
女
子
大
学
蔵
に
あ
る
。

七
名
西
郡
石
井
町
童
学
寺
蔵
の
瓦
經
片

等
亦
自
誓
願
於
異

で
あ
る
。
表
裏
共
に
十
七
字
詰
、
各
々
八
行
で

西
郡
石
井
町
童
学
寺
蔵
」

＆
ム
ウ

と
あ
る
。
判
読
す
る

知
記
者
將
來
之
世
當
於
六
萬
八
千
億
諸
佛
法

中
為
大
法
師
及
六
千
學
無
學
比
丘
尼
倶
為
法

師
汝
如
是
漸
漸
具
菩
薩
道
當
得
作
佛
號
一
切

衆
生
喜
見
如
來
應
供
正
遍
知
明
行
足
善
逝
世

間
解
無
上
士
調
御
丈
夫
天
人
師
佛
世
尊
僑
曇

こ
の
破
片
に
お
い
て
經
文
自
体
に
は
特
に
問
題
は
な
い
が
、
破
片
の
上
下
端
共
に

破
損
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
位
置
は
確
定
で
き
な
い
が
、
經
典
の
改
行
の
箇

所
か
ら
一
行
十
七
字
詰
で
割
り
付
け
た
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
完
形
を
復
原
す
る
と
幅
は
罫
線
三
行
で
六
・
三
糎
、
八
行
と
し
て
、
左
右

両
端
縁
約
二
・
○
糎
を
加
え
る
と
約
一
八
・
八
糎
、
縦
は
五
字
で
六
・
一
糎
と
し
、

十
七
字
、
そ
れ
に
上
下
縁
二
・
○
糎
を
加
え
る
と
約
一
三
・
七
糎
と
な
る
。

國
土
廣
説
此
經
復
有
學
無
學
八
千
人
得
受
記

者
從
座
而
起
合
掌
向
佛
作
是
誓
言
世
尊
我
等

亦
當
於
他
國
土
廣
説
此
經
所
以
者
何
是
娑
婆

國
中
人
多
弊
悪
懐
増
上
慢
功
徳
浅
薄
愼
濁
詣

曲
心
不
實
故
爾
時
佛
嬢
母
摩
訶
波
闇
波
提
比

丘
尼
與
學
無
學
比
丘
尼
六
千
人
倶
從
座
而
起

一
心
合
掌
贈
仰
尊
顔
目
不
暫
捨
於
時
世
尊
告

〔
裏
〕
橋
曇
彌
何
故
憂
色
而
視
如
来
汝
心
將
無
謂
我

情
曇
彌
何
故
憂
色
而
視
如
来
汝
心
將
無
謂
我

不
説
汝
名
授
阿
褥
多
羅
三
競
三
菩
堤
記
耶
僑

曇
彌
我
先
總
説
一
切
聲
聞
皆
巳
授
記
今
汝
欲

九
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０
０
０
１
０
０
０
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０
１
１
０
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０
０
６
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
０
ｌ
０
１
１
１
１
Ⅱ
８
０
１
０
０
１
０
１
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
１
０
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
０
０
０
０
９
０
１

〔
表
〕
…
…
…
・
…
…
…
：
不
愛
□
・
…
…
：

…
…
口
佛
所
嘱
世
尊
□
…
…
…
…

〔
裏
〕
…
…
口
所
説
法
悪
口
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
念
佛
…
…
…
…
…

こ
の
經
文
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
四
「
勧
持
品
」
第
十
三
の
一

下
表
裏
共
に
八
行
で
復
原
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
表
〕
自
作
此
經
典
証
惑
世
間
人
為
求
名
聞
故
分
別
於
是
經

常
在
大
衆
中
欲
穀
我
等
故
向
國
王
大
臣
婆
羅
門
居
士

‐
及
餘
比
丘
衆
誹
誇
説
我
思
謂
是
邪
見
人
説
外
道
論
議

我
等
敬
佛
故
悉
忍
是
諸
悪
為
斯
所
輕
言
汝
等
皆
是
佛

”
如
此
輕
慢
言
皆
當
忍
受
之
濁
劫
悪
世
中
多
有
諸
恐
怖

悪
鬼
入
其
身
罵
書
穀
辱
我
我
等
敬
信
佛
當
著
忍
辱
鎧

為
説
是
經
故
忍
此
諸
難
事
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道

我
等
於
來
世
護
持
佛
所
嘱
世
尊
自
當
知
濁
世
悪
比
丘

第
十
三
の
一

I ’

八
板
野
郡
板
野
町
犬
伏
天
理
教
蔵
②

〔
裏
〕
不
知
佛
方
便
随
宜
所
説
法
悪
口
而
蜜
篭
數
數
見
捜
出

遠
離
於
塔
寺
如
是
等
衆
悪
念
佛
告
勅
故
皆
當
忍
是
事

諸
聚
落
城
邑
其
有
求
法
者
我
皆
到
其
所
説
佛
所
嘱
法

我
是
世
尊
使
虚
衆
無
所
畏
我
當
善
説
法
願
佛
安
隠
住

我
於
世
尊
前
所
來
十
万
佛
發
如
是
誓
言
佛
自
知
我
心

部
で
あ
る
。

以

妙
法
蓮
華
經
巻
第
四

と
な
る
（
最
後
の
二
行
は
恐
ら
く
空
白
で
あ
ろ
う
）
。
こ
の
破
片
の
經
文
も
残
存
文

字
が
僅
か
で
あ
る
の
で
特
に
問
題
は
な
い
。

つ
い
で
、
こ
の
文
字
か
ら
瓦
經
一
枚
の
規
格
を
復
原
す
る
と
次
の
如
く
推
定
ざ
れ

う
（
や
０

幅
は
罫
線
一
行
が
二
・
二
糎
で
八
行
、
左
右
縁
二
・
○
糎
と
す
る
と
約
一
九
・
六

糎
、
縦
は
五
字
で
五
・
二
糎
、
十
七
字
と
し
て
、
偶
文
の
間
隔
一
・
五
糎
、
上
下
縁

約
二
・
○
糎
を
加
え
る
と
約
一
二
・
九
糎
と
な
る
。
厚
ざ
は
約
二
・
○
糎
で
あ
る
。

こ
の
瓦
經
片
に
は
僅
か
に
二
行
分
し
か
残
存
し
て
い
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
文
字

が
み
ら
れ
る
。

九
犬
伏
天
理
教
蔵
の
破
片
③
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８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
８
Ｉ
Ｉ
０
１
０
０
０
Ｈ
Ｉ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
１
１
０
１
１
０
１
１
６
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１

を
も
と
に
し
て
表
面
の
部
分
を
固
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

〔
表
〕
十
方
諸
大
菩
薩
常
應
深
心
恭
敬
禮
拝
於
一
切

衆
生
平
等
説
法
以
順
法
故
不
多
不
少
乃
至
深

愛
法
者
亦
不
為
多
説
文
殊
師
利
是
菩
薩
摩
訶

薩
於
後
末
世
法
欲
滅
時
有
成
就
是
第
三
安
楽

行
者
説
是
法
時
無
能
悩
乱
得
好
同
學
共
讃
謂

是
經
亦
得
大
衆
而
來
聴
受
聴
巳
能
持
持
巳
能

諦
謂
巳
能
説
説
巳
能
書
若
使
人
書
供
養
經
巻

恭
敬
尊
重
讃
歎
爾
時
世
尊
欲
重
宣
此
義
而
説

〔
表
〕
…
…
…
…
・
…
．
．
…
法
欲
・
…
…
…
：

…
…
…
…
…
是
法
時
無
能
□
…
…

〔
裏
〕
…
…
…
…
…
…
於
人
口
不
…
…
…

…
…
…
…
…
口
説
法
常
柔
和
：
…
．

こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
五
「
安
楽
行

品
」
第
十
四
を
書
写
し
た
一
枚
の
瓦
經
の
残

片
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
行
十
七
字
詰
、

表
裏
各
八
行
で
復
原
す
る
と
次
の
如
く
に
な

る
。
但
し
そ
の
方
法
と
し
て
は
最
後
に
偶
文

で
あ
る
裏
面
の
文
字
の
位
置
を
決
め
、
そ
れ

〔
裏
〕
掲
言

若
欲
説
是
經
當
捨
嫉
悪
慢
詣
証
邪
偽
心
常
修
質
直
行

不
輕
蔑
於
人
亦
不
戯
論
法
不
令
他
疑
悔
云
汝
不
得
佛

0 5Cm
－

書
写
き
れ
た
經
文
を
判
読
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
表
〕
…
…
…
奉
行
唯
然
…
…
…

…
…
…
：
．
十
方
來
・
・
…
…
．

…
…
…
…
…
随
…
…
…
…

〔
裏
〕
…
・
…
…
・
…
・
國
…
…
…
…

．
…
…
…
…
・
・
佛
…
…
…
…

…
…
…
沙
劫
有
…
…
…
…

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
六
「
嘱
累
品
」

第
二
十
二
の
終
り
か
ら
「
薬
王
菩
薩
本
事
品
」
第
二
十

と
あ
る
こ
れ
は
阜
妙
注
蓮
華
經
』
巻
第
六
一
嘱
累
品
」
鵜
離
磯
撫
撫
挙
蝋
蕊
蕊
．
》
》

壽
霊
崖
霊
蔑
窪
。
《

是
佛
子
説
法
常
柔
和
能
忍
慈
悲
於
一
切
不
生
僻
怠
心

十
方
大
菩
薩
慰
衆
故
行
道
應
生
恭
敬
心
是
則
我
大
師

於
諸
佛
世
尊
生
無
上
父
想
破
於
僑
慢
心
説
法
無
障
礒

第
三
法
如
是
智
者
應
守
護
一
心
安
楽
行
無
量
衆
所
敬

又
文
殊
師
利
菩
薩
摩
訶
薩
於
末
世
法
欲
滅

以
上
は
瓦
經
に
み
え
る
經
文
の
復
原
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
、
完
形
の

瓦
經
に
復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

完
形
一
枚
の
幅
は
罫
線
一
行
が
二
・
一
糎
で
八
行
、
そ
れ
に
左
右
両
縁
二
・
○
糎

を
加
え
る
と
約
一
八
・
八
糎
、
縦
は
五
字
で
六
・
二
糎
、
十
七
字
詰
と
し
、
上
下
縁

二
・
○
糎
を
加
え
る
と
約
二
三
・
一
糎
と
な
る
。

＋
板
野
町
犬
伏
天
理
教
蔵
の
瓦
經
片
④
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但
し
こ
の
破
片
は
表
裏
共
に
行
端
で
あ
る
が
上
下
端
が

欠
損
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
位
置
を
同
定
す
る
た
め
に
は
「
嘱
累
品
」
の
最
初
か
ら

割
り
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
復
原
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
場
合
一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
共
に
八
行
と
い
う
犬
伏
の
瓦
經
の

ｕ
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
８
０
－
■
０
０
０
《
■
０
０
０
△
０
０
８
“
０
二
８
《
９
０
８
《
５
．
０
二
６
０
０
８
０
０
０
０
△
８
－
８
二
０
０
０
０
０
０
－
８
０
０
０
０
－
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
▲
Ｉ

原
則
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

〔
表
〕
反
倶
發
聲
言
如
世
尊
勅
當
具
奉
行
唯
然
世
尊

願
不
有
盧
爾
時
鐸
迦
牟
尼
佛
令
十
方
來
諸
分

身
佛
各
還
本
土
而
作
是
言
諸
佛
各
随
所
安
多

寳
佛
塔
還
可
如
故
説
是
語
時
十
方
無
量
分
身

諸
佛
坐
寳
樹
下
師
子
座
上
者
及
多
寳
佛
井
上

行
等
無
邊
阿
僧
祇
菩
薩
大
衆
舎
利
佛
寺
聲
聞

四
衆
及
一
切
世
間
天
人
阿
修
羅
等
聞
佛
所
説

皆
大
歓
喜

〔
裏
〕
妙
法
蓮
華
經
薬
王
菩
薩
本
事
品

爾
時
宿
王
華
菩
薩
白
佛
言
世
尊
薬
王
菩
薩
云

何
遊
於
娑
婆
世
界
世
尊
是
薬
王
菩
薩
有
若
干

百
千
萬
億
那
由
他
難
行
若
行
善
哉
世
尊
願
少

解
説
諸
天
龍
神
夜
叉
乾
閾
婆
阿
修
羅
迦
棲
羅

緊
那
羅
摩
喉
羅
伽
人
非
人
等
又
他
國
土
諸
來

菩
薩
及
此
聲
聞
衆
聞
皆
歓
喜
爾
時
佛
告
宿
王

華
菩
薩
乃
往
過
去
無
是
恒
河
沙
劫
有
佛
號
日

以
上
の
よ
う
に
復
原
す
れ
ば
お
き
ま
る
。
こ
の
場
合
、
「
嘱
累
品
」
は
經
典
首
題

|

浪
花
氏
の
添
書
き
に

「
現
品
徳
島
市
八
百
屋
町
故
松
浦
徳
太
郎
氏
蔵
、
売
立
後
東
京
方
面
へ
売
却
せ
ら

れ
る
」

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
在
の
と
こ
ろ
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
瓦
經
の
文
字
は
次
の

如
く
で
あ
る
。

〔
表
〕
…
：
…
…
・
…
…
…
前
自
説
己
過
」

…
…
…
…
…
・
…
…
：
根
所
作
不
」

：
…
…
…
…
…
・
…
…
綺
語
悪
口
」

．
…
…
・
…
…
…
・
…
無
益
語
如
是
」

…
…
…
…
…
…
：
．
…
法
如
是
衆
」

■

．
．
…
…
・
…
…
…
…
…
五
禮
投
地
」

…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
．
．
…
患
」

を
入
れ
て
全
体
で
二
十
九
行
と
な
り
、
そ
の
う
ち
最
後
の
八
行
を
表
面
に
書
写
、
裏

面
は
「
薬
王
菩
薩
本
地
品
」
の
最
初
か
ら
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
「
嘱
累
品
」

④

を
書
写
し
た
經
瓦
片
は
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
品
に
一
点
あ
り
、
後
半
か
ら
「
薬
王
菩

薩
本
事
品
」
の
最
初
に
か
け
て
の
書
写
の
例
は
龍
谷
大
学
蔵
伊
勢
小
町
塚
出
土
の
瓦

⑦

經
片
拓
本
に
見
ら
れ
る
。

瓦
經
一
枚
の
大
き
さ
は
、
罫
線
三
行
が
六
・
三
糎
、
八
行
と
し
、
左
右
縁
約
一
七
・

二
糎
を
加
え
る
と
約
一
八
・
五
糎
、
縦
は
四
字
が
四
・
九
糎
、
十
七
字
詰
で
上
下
端

縁
二
・
○
糎
を
加
え
る
と
約
二
二
・
八
糎
と
な
る
。
厚
さ
は
一
・
九
糎
で
あ
る
。

十
一
徳
島
市
八
百
屋
町
故
松
浦
徳
太
郎
氏
旧
蔵

｜
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０
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０
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０
０
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０
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０
０
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１
０
１
１
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０
０
Ⅱ
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０
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０

〔
裏
〕
・
・
…
．
．
…
…
…
．
…
・
…
…
…
…
衆
」

心

…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
不
善
」

・
・
・
…
・
・
…
…
…
・
故
堕
大
地
獄
我
」

…
…
…
…
…
…
作

．
．
…
…
…
・
…
…
佛
名
栴
檀
徳
彼
」

…
…
…
…
…
…
皆
説
大
乘
除
滅
」

・
…
…
・
…
…
・
…
…
諸
佛
大
悲
世
」

こ
れ
は
法
華
三
經
の
結
經
で
あ
る
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
經
』

の
部
分
を
復
原
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

〔
表
〕
當
向
十
方
佛
讃
説
大
乘
於
諸
佛
前
自
説
己
過

諸
佛
如
来
是
汝
慈
父
汝
當
自
説
舌
根
所
作
不

善
悪
業
此
舌
根
者
動
悪
業
相
妄
言
綺
語
悪
口

両
舌
誹
誇
妄
語
讃
歎
邪
見
説
無
益
語
如
是

衆
多
諸
雑
悪
業
構
闘
壊
乱
法
説
非
法
如
是
衆

罪
今
悉
織
悔
諸
世
雄
前
作
是
語
己
五
韻
投
地

遍
禮
十
方
佛
合
掌
長
脆
當
作
是
語
此
舌
過
患

無
量
無
邊
諸
悪
業
刺
從
舌
根
出
断
正
法
輪
從

〔
裏
〕
此
舌
起
如
此
悪
舌
断
功
徳
種
於
非
義
中
多
端

強
説
讃
歎
邪
見
如
火
益
薪
猶
如
猛
火
傷
害
衆

生
如
飲
毒
者
無
瘡
疵
死
如
此
罪
報
悪
邪
不
善

當
陪
悪
道
百
劫
千
劫
以
妄
語
故
堕
大
地
獄
我

今
帰
向
南
方
諸
佛
發
露
黒
悪
作

で
あ
る
。
い
ま
、
そ

是
念
時
空
中
有
聲
南
方
有
佛
名
栴
檀
徳
彼

佛
亦
有
無
量
分
身
一
切
諸
佛
皆
説
大
乗
除
滅

罪
悪
如
此
衆
罪
今
向
十
方
無
量
諸
佛
大
悲
世

と
な
る
。
書
写
上
の
問
題
と
し
て
は
表
面
四
行
目
と
裏
面
六
行
目
が
共
に
一
行
十
六

字
で
あ
っ
て
通
常
よ
り
一
字
不
足
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
時
々
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
で
あ
り
、
途
中
画
数
の
多
い
文
字
が
あ
っ
た
場
合
起
り
得
る
。

次
に
裏
面
三
行
目
が
十
二
字
で
五
字
不
足
し
、
し
か
も
、
そ
の
五
字
分
が
空
白
と

〔表〕
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1

加
え
て
と
り
あ
え
ず
資
料
の
復
原
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
瓦
經
は
断
伜

が
次
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
、
加
茂
中
村
出
土
『
妙
法
蓮
華
經
』
第
二
「
信
解
品
」
第
四

二
、
永
井
氏
蔵
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
二
「
信
解
品
」
第
四

三
、
羅
漢
地
蔵
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
三
「
化
城
嚥
品
」
第
七

四
、
神
念
庵
出
土
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
四
「
五
百
弟
子
受
記
品
」
竺

五
、
犬
伏
天
理
教
蔵
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
四
「
見
寳
塔
品
」
第
十
一

六
、
羅
漢
筆
塚
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
四
「
見
寳
塔
品
」
第
十
一

七
、
童
学
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
四
「
勧
持
品
」
第
十
三

八
、
犬
伏
天
理
教
蔵
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
四
「
勧
持
品
」
第
十
三

第

な
っ
て
い
る
。
文
章
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
改
行
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
例
は
殆
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
理
由
は
分
ら
な
い
。

こ
れ
を
復
原
す
る
と
完
形
の
場
合
、
幅
は
罫
線
七
行
で
十
四
・
五
糎
、
八
行
と
し
、

左
右
縁
計
一
・
六
糎
を
加
え
る
と
約
一
八
・
二
糎
、
縦
は
六
字
で
六
・
九
糎
、
十
七

字
と
し
て
、
上
下
端
約
三
・
○
糎
を
加
え
る
と
約
一
三
・
六
糎
と
な
る
。

九
、
犬
伏
天
理
教
蔵
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
五
「
安
楽
行
品
」
第
十
四

註

十
、
犬
伏
天
理
教
蔵
『
妙
法
蓮
華
經
』
巻
第
六
「
嘱
累
品
」
第
二
十
二
「
薬
王
菩

薩
品
」
第
二
十
五
①
浪
花
勇
次
郎
『
阿
波
犬
伏
旧
釈
迦
堂
跡
出
土
瓦
經
拓
』
昭
和
四
十
八
年
（
徳
島
県

十
一
、
旧
松
浦
徳
太
郎
氏
蔵
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
經
』

出
版
文
化
協
会
）

ま
と
め

こ
こ
に
以
前
浪
花
勇
次
郎
氏
か
ら
提
供
ざ
れ
七
点
に
、
犬
伏
天
理
教
蔵
の
四
点
を

え
て
と
り
あ
え
ず
資
料
の
復
原
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
瓦
經
は
断
片
的
で
あ
る

八

'

1

さ
て
、
こ
の
う
ち
一
の
加
茂
町
加
茂
出
土
の
も
の
と
四
の
国
府
町
矢
野
神
念
庵
出

土
の
二
点
は
各
々
瓦
經
の
規
模
や
書
体
な
ど
に
つ
い
て
他
の
も
の
と
は
異
る
こ
と
が

わ
か
る
。
他
の
九
点
に
つ
い
て
は
犬
伏
經
塚
出
土
の
も
の
と
み
て
よ
い
。

犬
伏
出
土
瓦
經
は
各
所
に
散
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
多
く
は
阿
南
市
西
室

苑
が
所
蔵
き
れ
、
徳
島
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
み
ら
れ
る
經
典

は
法
華
三
經
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
他
の
經
典
の
書
写
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。
た

だ
こ
こ
で
も
挙
げ
た
よ
う
に
原
則
と
し
て
一
枚
は
一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
共
に
八
行

で
あ
る
が
、
詳
細
に
復
原
す
る
と
一
行
十
六
字
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
は
大
勢
に
影
響
な
い
が
、
こ
の
一
字
の
違
い
が
復
原
を
行
う
場
合
、
そ
れ

に
続
く
瓦
經
の
文
字
の
位
置
に
違
い
が
生
ず
る
こ
と
は
考
え
て
お
い
て
よ
い
。

次
に
五
の
犬
伏
天
理
教
蔵
と
六
の
西
室
苑
の
破
片
が
元
来
同
一
の
個
体
で
あ
っ
た

こ
と
が
こ
の
復
原
を
通
し
て
判
明
し
た
。
か
つ
て
復
原
し
た
愛
知
県
安
城
市
野
寺
町

の
小
山
正
文
氏
蔵
の
破
片
と
碧
南
市
鷲
林
町
の
水
野
孝
文
氏
の
も
の
が
同
一
個
体
で

③

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
例
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
破
片
を
忠
実
に
復
原
し

考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
成
果
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

な
お
犬
伏
瓦
經
に
つ
い
て
は
他
に
も
所
蔵
者
が
お
ら
れ
、
将
来
そ
れ
ら
を
可
能
な

限
り
復
原
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
資
料
の
教
示
を
う
け
た
故
浪
花
勇
次
郎
氏
の
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

！
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②
網
干
善
教
「
徳
島
県

還
暦
記
念
『
日
本
の
社

③
網
干
善
教
「
徳
島
県

古
学
等
資
料
室
紀
要
』

④
網
干
善
教
「
奈
良
国

三
号
昭
和
五
十
四
年

網
干
善
教
「
徳
島
県

「
徳
島
県

「
奈
良
国

⑤
網
干
善
教
「
京
都
今
熊
野
出
土
の

文
集
『
日
本
宗
教
社
会
史
論
叢
』

⑥
網
干
善
教
「
奈
良
女
子
大
学
蔵

所
論
集
』
第
一
○
昭
和
六
十
三
年

「
京
都
今
熊
野
出
土
の

方
学
論
集
』
昭
和
五
十
七
年

⑧
網
干
善
教
「
瓦
經
の
復
原
と

五
十
四
年

「
瓦
經
の
復
原
と

⑦
網
干
善
教
「
伊
勢
小
町
塚
出
土
の
瓦
經
に
つ
い
て
」
小
野
勝
年
博
士
頌
寿
記
念
『
東

犬
伏
旧
釈
錦

暦
記
念
『
日
本
の
社
会
と
宗
教
』

「
徳
島
県
犬
伏
旧
釈
迦
堂
出
土
瓦
經
片
の
復
原
研
究
」
千
葉
乗
隆
博
士

犬
伏
旧
釈
迦
堂
出
土
瓦
經
の
復
原
研
究
口
」

瓦
經
に
つ
い
て
」

小
教
社
会
史
論
叢
』
昭
和
五
十
七
年

立
博
物
館
蔵
を
主
と
す
る
瓦
經
の
復
原
」

そ
の
考
察
」
『
佛
教
大
学
鷹
陵
史
学
』
第
六
号
昭
和

第
一
号
昭
和
五
十
九
年

瓦
経
断
片
の
復
原
と
考
察
」
『
橿
原
考
古
学
研
究

昭
和
五
十
六
年

水
野
恭
一
郎
先
生
頌
寿
記
念
論

『
南
都
佛
教
』
第
四

『
関
西
大
学
考

一

五




